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第一部【証券情報】
 

第１【募集要項】
 

１【新規発行株式】

種類 発行数 内容

Ｃ種類株式 77株 （注）

　（注）１　平成23年６月28日（火）開催の臨時株主総会における決議によります。

２　当社の発行する株式はすべて譲渡制限株式であり、これを譲渡により取得するには、取締役会の承認が必要になりま

す。

３　当社は、相続その他の一般承継により当社の株式を取得した者に対し、当該株式を当社に売り渡すことを請求するこ

とができます。

４　当社は、Ａ種類株式、Ｂ種類株式、Ｃ種類株式の異なる種類の株式を定款に定めております。Ｃ種類株式は優先的施設

利用権を付与する目的で発行されており、議決権は有していません。なお、Ａ種類株式、Ｂ種類株式の内容について

は、第四部　組込情報（半期報告書）「第４　提出会社の状況　１　株式等の状況　(1）株式の総数等　②　発行済株式

（注）４～５」に記載のとおりであります。

５　Ｃ種類株式の内容は以下の通りです。

(1）Ｃ種類株式を有する株主（以下Ｃ種類株主という）は、当社の秋津原ゴルフクラブ規約に基づく手続きの完了

後、会員として所定の施設等を利用することができます。

(2）Ｃ種類株主は、剰余金配当請求権を有しています。

(3）Ｃ種類株主は、株主総会において議決権を行使することができません。

(4）Ｃ種類株主は、会社法第322条第３項但し書の場合を除き、Ｃ種類株主を構成員とする種類株主総会において議決

権を行使することができません。

(5）当社は、定款の定めによりＣ種類株式を引き受ける者の募集について、Ｃ種類株主を構成員とする種類株主総会

の決議を要しません。

６　当社では、会社法第322条第２項に規定する定款の定めがあり、その内容は上記５の(4)及び(5)のとおりであります。

７　当社は、単元株式制度を採用しておりません。

８　本有価証券届出書の対象とした募集は、会社法（平成17年法律第86号）第199条第１項の規定に基づいて、当社の保

有する当社Ｃ種類株式による自己株式処分により行われるものであり、金融商品取引法第二条に規定する定義に関

する内閣府令第９条第１号に定める売付けの申込み又は買付けの申込みの勧誘となります。

 

２【株式募集の方法及び条件】

（１）【募集の方法】

区分 発行数 発行価額の総額（円） 資本組入額の総額（円）

株主割当 － － －

その他の者に対する割当 － － －

一般募集 77株 182,105,000 －

計（総発行株式） 77株 182,105,000 －

　（注）１　当社が直接全株式を募集します。

２　発行するＣ種類株式は、当社の保有する自己株式の処分によるものであり、払込金額は資本組入れされません。
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（２）【募集の条件】

発行価格（円）
資本組入額
（円）

申込株数
単位

申込期間
申込証拠金
（円）

払込期日

2,365,000 － １株
平成23年７月15日(金)から
平成23年11月15日(火)まで

１株につき
2,365,000

平成23年11月15日(火)

　（注）１　一般募集の方法により行うものとし、第三者割当は行いません。

２　(1)に記載のとおり資本組入額はありません。

３　発行価格は会社法上の払込金額であります。

４　本募集の申込みにあたっては、当社が経営するゴルフ場の正会員となるための入会審査を受け、入会を承認されるこ

とが条件となっております。正会員となるための入会申込期間及び入会申込取扱場所は下記の通りであります。

入会申込期間　　　　平成23年７月15日（金）から平成23年11月15日（火）まで

入会申込取扱場所　　秋津原ゴルフクラブ

５　入会申込書提出後入会審査を行います。理事会にて入会を承認された方については、当社より株式募集の申込みのご

案内をし、申込期間内に後記申込取扱場所に申込みをしていただきます。

６　申込証拠金は、後記払込取扱場所にゴルフ場の正会員となることが承認された日から払込期日までに払込むことと

します。申込証拠金は、払込期日に払込金に充当いたします。

７　申込証拠金には利息はつけません。

８　申込が募集株式数を超過した場合は、ゴルフ場の正会員となるための入会審査承認順に募集株式数を上限とし発行

株式数といたします。株式申込及び払込が募集株式数に満たない場合には、払込みされた方の数をもって発行株式

数と致します。なお、ゴルフ場の正会員となることを承認されたが払込期日までに払込みをされなかった方は、入会

意思及び株式募集の申込の意思がないものとみなします。

 

（３）【申込取扱場所】

店名 所在地

株式会社秋津原 総務部 奈良県御所市朝町1075番地

 

（４）【払込取扱場所】

店名 所在地

株式会社りそな銀行平野支店 大阪市平野区平野西５丁目１番３号

 

３【株式の引受け】

　該当事項はありません。

 

４【新規発行による手取金の使途】

（１）【新規発行による手取金の額】

払込金額の総額（円） 発行諸費用の概算額（円） 差引手取概算額（円）

182,105,000 500,000 181,605,000

　（注）　発行諸費用の概算額には、消費税は含まれておりません。

 

（２）【手取金の使途】

　上記の差額手取り概算額181,605,000円につきましては、平成24年２月末までに長期借入金の返済に全額充当する予

定であります。なお、返済までの資金管理は、当社預金口座にて管理を行います。
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第２【売出要項】
 

　該当事項はありません。

 

第３【第三者割当の場合の特記事項】
 

　該当事項はありません。

 

第４【その他の記載事項】
 

　該当事項はありません。
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第二部【公開買付けに関する情報】
 

第１【公開買付けの概要】
 

　該当事項はありません。

 

第２【統合財務情報】
 

　該当事項はありません。

 

第３【発行者（その関連者）と対象者との重要な契約】
 

　該当事項はありません。
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第三部【追完情報】
 

１　事業等のリスクについて

　後記「第四部　組込情報」に記載の有価証券報告書（第３期）又は半期報告書（第４期中）（以下「有価証券報告書等と

いう。）の提出日以後、本有価証券届出書提出日までの間において、当該有価証券報告書等に記載された「第一部　企業情報　

第２　事業の状況　４　事業等のリスク」について生じた変更その他事由はありません。

　なお、当該有価証券報告書等中における将来に関する事項の記載は、本有価証券届出書提出日においても、変更の必要はな

いものと判断しております。

 

２　自己株式の取得等の状況

　後記「第四部　組込情報」に記載の有価証券報告書（第３期）の提出日以後、本有価証券届出書提出日までの間の自己株式

の取得等の状況は次のとおりであります。

 

株式の種類　Ｃ種類株式

１　取得状況

(1）株主総会決議による取得の状況

　該当事項はありません。

 

(2）取締役会決議による取得の状況

　該当事項はありません。

 

(3）株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容

  平成23年６月29日現在

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当期間における取得自己株式 101 －

　（注）　当期間における取得自己株式については、平成23年２月９日に50株、平成23年６月15日に51株を、当社の事業譲渡資金借

入会社の関係会社より無償により取得したものであります。
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２　処理状況

  平成23年６月29日現在

区分 報告月における処分株式数（株） 処分価額の総額（円）

引受ける者の募集を行った取得自己株式

（処分月）   

平成23年３月 3 7,050,000

平成23年４月 6 14,100,000

平成23年５月 15 35,250,000

計 24 56,400,000

消却の処分を行った取得自己株式

（消却月）   

－ － －

計 － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行った取得自己
株式

（移転月）   

－ － －

計 － －

その他

（処分月）   

－ － －

計 － －

合計 － 24 56,400,000

 

３　保有状況

 平成23年６月29日現在

株式保有状況 株式数（株）

発行済株式総数 1,200

保有自己株式数 77
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第四部【組込情報】
 

　次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

 有価証券報告書
事業年度
（第３期）

　自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日

平成22年11月26日
近畿財務局長に提出

 
有価証券報告書の
訂正報告書

事業年度
（第３期）

　自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日

平成23年２月18日
近畿財務局長に提出

 半期報告書
事業年度
（第４期中）

　自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日

平成23年６月21日
近畿財務局長に提出

　なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織（ＥＤＩＮＥＴ）を使用して提出した

データを開示用電子処理組織による手続の特例等に関する留意事項について（電子開示手続等ガイドライン）Ａ４－１に基

づき本有価証券届出書の添付書類としております。
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第五部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。

 

第六部【特別情報】
 

第１【保証会社及び連動子会社の最近の財務諸表又は財務書類】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書  

   

 

 平成22年８月24日

株式会社　秋津原  

取 締 役 会　御中

 

 岡本公認会計士事務所

 

 公認会計士 岡本　徹　　　印

 

 川越公認会計士事務所

 

 公認会計士 川越　宗一　　印

 

 

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」　に掲げられてい

る株式会社秋津原の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの第２期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸

表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

 

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私たちに

財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行わ

れ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財

務諸表の表示を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断

している。

 

　私たちは、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社秋津

原の平成21年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

追記情報

１．重要な会計方針に記載の通り、会社はのれんの償却期間を５年に変更した。

２．重要な後発事象に記載の通り、会社は自社所有の土地の一部について平成21年10月８日に国土交通省との間で譲

渡契約書及び区分地上権設定契約書を締結した。

３．重要な後発事象に記載の通り、会社は平成22年８月24日開催の取締役会において第三者割当の方法による新株式

の発行及び債務の株式化を決議した。

４．重要な後発事象に記載の通り、会社は平成22年８月24日開催の取締役会において資本金及び資本準備金の額の減

少を決議した。

 

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付す

る形で別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 平成２２年　８月２４日

株式会社　秋津原  

 取 締 役 会　御中

 　　　　　　　岡本公認会計士事務所

   公認会計士 岡本　徹　　　印

 　　　　　　　川越公認会計士事務所

   公認会計士 川越　宗一　　印

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社秋津原の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第３期事業年度の中間会計期間（平成21年10月１日から平成

22年３月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間

キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立

の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　

　私たちは、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、私たちに中間財務諸表には全

体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理

的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用

して行われている。私たちは、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断し

ている。

　

　私たちは、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式

会社秋津原の平成22年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成21年10月１日から平成22

年３月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　

　追記情報

　１．継続企業の前提に関する事項に記載されているとおり、会社は債務超過の状況にあり、また、継続して営業損失を 

　　　計上しているため、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営計画等は当該注記

　　　に記載されている。中間財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を中間財

　　　務諸表には反映していない。

　２．重要な後発事象に記載の通り、会社は平成22年８月24日開催の取締役会において第三者割当の方法による新株式の

　　　発行及び債務の株式化を決議した。　　

　３．重要な後発事象に記載の通り、会社は平成22年８月24日開催の取締役会において資本金及び資本準備金の額の減少

　　　を決議した。 

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に

添付する形で別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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　 独立監査人の監査報告書 　

 平成22年11月26日

株式会社　秋津原

取 締 役 会　御中
 

 　  

 　  
　

岡本公認会計士事務所　
 　  公認会計士 岡本　徹　　　印

   
　　

川越公認会計士事務所　
   公認会計士 川越　宗一　　印

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」 に掲げられている株式

会社秋津原の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第３期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は

経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

 

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私たちに財務

諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行われ、経営

者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示

を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　

　私たちは、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社秋津原の

平成22年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべて

の重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以 上　

 
　
　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する

形で別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 平成２３年　６月２０日

株式会社　秋津原  

 取 締 役 会　御中

 　　　　　　　岡本公認会計士事務所

   公認会計士 岡本　徹　　　印

 　　　　　　　川越公認会計士事務所

   公認会計士 川越　宗一　　印

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社秋津原の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの第４期事業年度の中間会計期間（平成22年10月１日から平成

23年３月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間

キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立

の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　

　私たちは、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、私たちに中間財務諸表には全

体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理

的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用

して行われている。私たちは、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断し

ている。

　

　私たちは、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式

会社秋津原の平成23年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成22年10月１日から平成23

年３月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　

　追記情報

１.重要な後発事象に記載の通り、会社は平成23年２月20日開催の臨時株主総会決議に基づき、平成23年４月１日から同

年５月16日までの間に会社所有のＣ種類株式を21株処分した。　

２.重要な後発事象に記載の通り、会社は平成23年６月15日に会社の事業譲受資金借入会社の関係会社より会社発行のＣ

種類株式51株を無償で譲り受けた。

　

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が中間財務諸表に

添付する形で別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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